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ミンダウガス・クヴィエトカウスカス　ヴィリニュス大学教授講演会

多言語的ヴィリニュス文学：都市空間の多様性を再構築する
A lecture by prof.  dr .  Mindaugas Kvietkauskas, Vi lnius University,  Lithuania

MULTILINGUAL VILNIUS LITERATURE: RECONSTRUCTING THE DIVERSITY OF URBAN SPACE 

１１/２９　１８:００ー１９:３０
代官山・ヒルサイドフォーラム
〒１５０－００３３東京都渋谷区猿楽町１８－８　ヒルサイドテラス F 棟
Hillside Forum (Hillside Terrace F),　18-8 Sarugakucho, Shibuya-ku, Tokyo 150-0033

言語：英語、日本語逐次訳あり

１１/３０　１４:００ー１５:３０
名古屋市市政資料館　第５一般展示室（３階）
〒４６１－００１１愛知県名古屋市東区白壁１－３
Nagoya City Archives and Museum, Exhibition Hall 5
1-3 Shirakabe, Higashi-ku, Nagoya-City, Aichi 461-0011
言語：英語、日本語逐次訳あり

１２/１　１０:１０ー１１:４０
東京外国語大学 研究講義棟１階１１５教室
〒１８３ー８５３４東京都府中市朝日町３－１１－１
Tokyo University of Foreign Studies, Kenkyū Kōgitō, Room 115
3-11-1 Asahichi, Fuchu-shi, Tokyo 183-8534
言語：英語のみ／ English only

©　Gintas Kavoliūnas

ヴィリニュスは、700 年前にリトアニアの首都として築かれた後、常に多民族・多宗教が共存していたという深い歴史を持つ。また、

バルト海地域、中央ヨーロッパおよびドイツ、南ヨーロッパなどの諸都市と結びつきのある国際流動型な都市だった。人口構成が大き

く変化することもあったが、とりわけ 20 世紀はその激しさを極める。

多言語的なヴィリニュス文学は、非常に豊かな遺産だ。ヴィリニュスでは、歴史的に異なる時代に、様々な言語が話されてきた。これを

受けて、ヴィリニュス文学は、各時代の主要 12 言語によるテキストで構成されている。20 世紀に入ると、同市は、リトアニア語、ポー

ランド語、ユダヤ語、ベラルーシ語の４言語について、近代民族文学の拠点となった。

残念なことに、この言語的・文化的多様性は、第二次世界大戦、とりわけホロコーストとソビエト占領により、打ち砕かれてしまう。

しかし、1990 年にリトアニアが独立を回復した後、ヴィリニュスの多言語的文学遺産を調査・翻訳し、それらの作家・詩人たちの経歴

を編み直し、さらに現代の都市空間に彼らを記念する興味深い取り組みが始まった。その取り組みを詳しく紹介する。

ミンダウガス・クヴィエトカウスカス教授
文学者、翻訳家、ヴィリニュス大学文献学部長

2019 年－2020 年リトアニアの文化大臣を務める。大臣就任前、ヴィリニュスのリトアニア文学・民俗学研究所に勤務、2008 年－2018 年同研究所長であった。ヴィ
リニュス大学リトアニア文学科で博士号を取得後、オックスフォード大学ヘブライ・ユダヤ研究センター (OCHJS ) においてイディッシュ語と文学を学び、さらに
ニューヨークの（YIVO）ユダヤ調査研究所で客員研究員を務める。同氏の主たる研究分野は、リトアニアと東中欧における多国籍文学的モダニズムおよび都市文化。
著書に『ヴィリニュスにおける多言語文学的モダニズム』（Multilingual Literary Modernism in Vilnius)、共著に『チェスワフ・ミウォシュのリトアニア語的文脈』

（The Lithuanian Contexts of Czeslaw Milosz）、編著に『リトアニアのポストモダニズムの変遷』（Transitions of Lithuanian Postmodernism）、文学エッセイ集
『The Port Fugue』などがある。
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